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共有価値（ ）Shared value

佐藤 洋平理事長

対北朝鮮との試合を応

援するファンの熱狂的な

姿を6月８日夜の 各社TV
のスポーツニュースは伝

えていた。それは、来年

ドイツで開催されるワー

ルドカップへの出場がか

かる大一番であった。翌

、 。朝の新聞各紙は 大見出しでこの勝利を祝った

その脇で、サッカー日本代表チームを率いるジ

ーコ監督の指導力を讃える言葉が踊っていた。

前トルシエ監督は、選手を規律で縛った管理

サッカーを導入し、勝者の座を目指した。それ

は「トルシエ流」と呼ばれるようになった。ジ

ーコ監督は、これとは対極の、個人の力を重視

し選手を自由奔放にやらせたという。6月8日の

勝利によってそれは「ジーコ流」と名づけられ

た。成果を短期に挙げるには、戦術を徹底的に

頭に叩き込み そのためには厳しく管理する ト、 「

ルシエ流」それこそが必要であるように思う。

選手の自立心に委ね自由奔放にやらせる「ジー

コ流」は、長期には向いている方針であろうか

もしれないが、短期に成果を挙げる上では確信

が持てず不安であるように思える。現に、何も

教えないジーコ監督という批判をマスコミは伝

えていた。

サッカー日本代表チームを率いる監督の方針

についてのこの話は、組織の運営管理について

示唆を与えてくれる。組織論によると、組織の

運営管理には求心力と遠心力の両方を備えるこ

とが重要であるという。監督の方針に選手が一

丸となって従うようにする「トルシエ流」は、

求心力を重要視する。この場合、選手個々人の

自立心は軽視される。他方、選手の自立心に委

ねて自由奔放にやらせる「ジーコ流」は、遠心

力に基礎を置く運営管理である。この場合、求

心力をどう装置するかが課題となる。だが、そ

れは「トルシエ流」に求めるものではないと私

は考える。なぜなら、組織の持続性を前提に置

くとき、短期的に成果を上げ得ても、構成員の

能力が上昇していないならば、持続性は保障さ

れないからである 「ジーコ流」が組織の運営。

管理には好ましい。しかし、そこに欠けている

であろうと思われる求心力をいかに装置するか

である。

実は 「ジーコ流」に求心力が無いわけはな、

いのである。選手個々人には、元来 「サッカ、

ー日本代表としてワールドカップへ出場」とい

う「共通する思い」がある上に、熱狂的ファン

がその思いをさらに強化させるという装置が仕

組まれている。これに優る求心力は無いのであ

。 、 「 」る したがって 組織の運営管理に ジーコ流

を適用する場合に考えなければならないのは、

組織の構成員に「共通する思い」をいかに装置

するかである。すなわち、ロベルト . アンM
ガーの言う「共有価値 （ ）の存」 Shared value
在である。

徹底的なコスト削減によって日産を再生させ

たことで著名なゴーン日産最高経営責任者

（ ）は、日産の再生を語った東京大学のCEO
特別講演会で、日産が再生することができたの

は社員全員が「日産の再生」という共通の目標

に向かうことができたからだと述べた。

さて翻って、農業環境技術研究所を見ると、

100年を超える歴史と伝統を備えている、この

間には分野を先導する著名な研究者が多数い

た、国内のみならず国外の研究者からも高い評

価を得ている、など誇るべきことは多い。そこ

に「共有価値」があれば鬼に金棒。それは世界

の農業環境研究を先導する「世界の農業環境研

究拠点となること」に違いあるまい。農業生態

系の安全性と持続性を追及することを当研究所

の基本理念として、持続可能な社会の実現に貢

献するべく、研究の発展を図りたい。

巻 頭 言
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農業水利用を考慮した新しい大陸スケールの

水循環モデルの開発

石郷岡 康史地球環境部気象研究グループ気候資源ユニット

はじめに

水循環とは、降水が河川を経て海洋に至り、さ

らに蒸発した水が再び降水となる一連の水の循環

である。水は農業を営む上で欠かすことのできな

い要素であり、また利用可能な水資源の大半は農

業によって消費されている。そのため、気候変動

に伴う水循環の変動は、世界の食料生産にかかわ

る大きな問題を引き起こす可能性がある。その一

方で、不適切な農業水利用が原因と考えられる水

資源の枯渇や、それによる環境破壊も世界各地で

報告されている。それゆえ、農業における安定か

つ持続可能な水利用は、食料を安定的に供給する

のみならず、自然および生活環境を保全する上で

も極めて重要である。

安定かつ持続可能な水利用を推進するために

は、変動する気候条件下での農業地帯における水

の過不足を把握することが必要である。本研究で

は、乾燥・半乾燥地域を多く含み、農業生産にお

いて水資源への依存度が特に大きいと考えられる

ユーラシア大陸東部を対象領域として、農業にお

ける水需給の関係について、広域の気象情報から

時間的・空間的な特徴を明らかにできる大陸スケ

ールの水循環モデルを開発した。

図1 ユーラシア大陸東部を対象とした大陸スケールの水循環モデルの概念

土地被覆別に分割したサブ領域毎に算定された流出量は、小流域全体で積算され、対応する河道に入力され、河道網に

従って上流から下流方向へと流下する 土地被覆分布データ 流域境界データおよび河道網データは、 US G S（ U . S .。 、

Geological Survey）より入手した。
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水循環モデルの概要

対象領域は、図1に示されるような小流域と河

道網で表される。水循環モデルは、鉛直方向の水

収支を小流域毎に計算するための「流域流出モデ

ル」と、各々の小流域からの流出量を流路網に従

い下流へ流下させる「河道流下モデル」の2つで

構成される。この2つのモデルを結合することに

よって、広域での水循環と、河道から農耕地への

灌漑（かんがい）水の供給を含んだ農業的な水循

環の再現が可能になっている。

各小流域を土地被覆の種類によってサブ領域

（ 、 、 、河川・湖沼などの水体 灌漑水田 非灌漑水田

灌漑畑地、非灌漑畑地、草地、森林、裸地）に分

割し、サブ領域毎に人工衛星データから得られる

植生の季節変化を考慮して水収支が計算される。

本モデルでは、農耕地における作物が水分不足に

よるストレスなく十分に生育できるために必要な

水の量（灌漑要水量）と、農耕地に供給可能な水

資源量が算定できる。灌漑要水量は､灌漑水田と

灌漑畑地のみを対象として の灌漑量算定手FAO
法に従って算定する。

灌漑要水量と供給可能水資源量の算定結果

長期間（1901～2000）の広域気象データを入力

値としてモデルを実行し、出力された灌漑要水量

の30年間の累年平均値（1961～1990）の分布図を

（ ）、 、作成すると 図2 灌漑要水量の値が高い領域は

、 、乾燥・半乾燥地域である中央アジア パキスタン

インド西部に分布している。また、インドシナ半

島や中国華北、黄河流域でも比較的高く算定され

ている。次に、農業に供給可能な水資源量（ここ

では、小流域からの流出量）に対する農耕地にお

ける灌漑要水量の割合を、農業における水需給関

係を表す指標として、その分布図を作成した（図

3 。値が高い地域は、農耕地が集中して存在し、）

降水量が比較的少ない中央アジア、パキスタン、

インド西部、中国華北に分布している。値が1を

超過し（灌漑要水量 ＞ 供給可能水資源量 、作）

物が水分不足によるストレスを受けないで生育す

るために必要な最低限の水を、当該の小流域で供

給可能な水資源のみではまかなえない地域が存在

することがわかる。

おわりに

21世紀中に予測される地球温暖化がグローバル

。 、な水循環に影響を与えると懸念されている 今後

将来の気候予測値を本モデルの入力データとして

使用することにより、温暖化などの気候変化が農

業における水需給関係に与える影響を評価する予

定である。

図2 農耕地における、小流域毎の灌漑要水量分布

（1961～1990年の30年平均）

値が高い地域では、作物を水分不足によるストレス

なく生育させるために、多量の水を供給する必要があ

る。

図3 農耕地における、小流域毎の灌漑要水量と供給

（ ）可能水資源量の比の分布 1961～1990年の30年平均

農業における水の需給関係を表している。この値が

1を超える地域では、作物の生育に必要な最低限の水

が、その地域に存在する水資源のみではまかなえない

ことになる。
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イムノアッセイで農作物中の残留農薬イミダクロプリドを

迅速かつ簡便に測定する

渡邉 栄喜環境化学分析センター環境化学物質分析研究室

はじめに

近年、国民の食の安全性に対する関心が高ま

る中、農作物中に残留する農薬の濃度レベルの

把握が緊要となっている。従来から残留農薬の

測定は、ガスクロマトグラフィー( )や高速GC
液体クロマトグラフィー( )といった方法HPLC
で行われてきた。しかし、農作物の収穫から出

荷までの流通を円滑に行う上では、測定までに

多くの時間と労力を要するこれらの方法は適し

ていない。

一方、抗原－抗体反応を用いたイムノアッセ

イは、迅速かつ簡便に農作物中の残留農薬を検

、 、出できる測定技術として 関心が高まっており

近年、我が国では、種々の残留農薬測定用イム

ノアッセイキットが市販されるようになった。

しかし、これらのキットを実際の農作物に応用

する際、農作物に起因する種々の夾雑物の影響

を受けることが多く、測定結果の信頼性に欠け

る。そこで、使用頻度の高いネオニコチノイド

系殺虫剤イミダクロプリドの検出用に市販され

ているイムノアッセイキットを用い、農作物中

の残留イミダクロプリド濃度を迅速、簡便かつ

正確に測定できる方法を検討した。

イムノアッセイキットの基本特性

イミダクロプリド測定用イムノアッセイキッ

ト ( (株 )ホリバ ･バイオテクノロジー社製

シリーズ)の測定可能な濃度範囲SmartAssay
は、1～39 であった(図1)。農作物に設定ppb
されている残留基準値は1000～5000 (1～5ppb

)であり、残留基準値近傍の濃度を把握すppm
る上では、本キットが充分な感度を備えている

ことが明らかになった。

図１ イムノアッセイにおける検量線

分析の前処理とイムノアッセイキットによる農

作物中のイミダクロプリドの測定

本イムノアッセイキットでは、抗原となるイ

ミダクロプリドに対して高い選択性を持つ抗体

を用いているため、農作物に適用する場合、分

析の前処理を簡便にすることが可能である。図

2に示すように農作物からのメタノール抽出及

び抽出液の希釈のみで、イミダクロプリドを測

定することが可能とされている。そこで、夾雑

物の影響を受けない適切な希釈条件を検討し

た。リンゴ、キュウリ及びナスについては、そ

れぞれの抽出液を10倍に、レタスでは40倍に、

ピーマンでは80倍に水で希釈することで、個々

の農作物に起因する夾雑物の影響を最小限に抑

えることが可能となった。
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図2 イムノアッセイ分析における前処理の手順

この希釈条件に基づき、既知濃度のイミダク

ロプリドを添加した農作物を分析して回収率を

調べた(表1)。その結果、回収率は83～110 と%
なり、本イムノアッセイキットは、各農作物に

存在するイミダクロプリドを、必要とされる正

確さで測定できることが明らかになった。さら

HPLCに、本イムノアッセイ及び信頼性が高い

によって同一試料を分析し、得られた測定値を

比較したところ、両法による測定値はほぼ一致

し、本イムノアッセイキットによる測定値の高

い信頼性が証明された(図3)。

おわりに

我が国では、最近、使用頻度や検出頻度の高

い約30種類の農薬を対象にイムノアッセイキッ

トが開発されている。これらのキットは測定原

理が全く同一であり、使用する抗体が異なって

いるだけである。そのため、今回、使用したキ

ット以外のものでも、試料の希釈条件に注意を

払えば、信頼性の高い測定ができると推定され

る。ただし、それぞれのキットについての確認

が必要である。

メタノールを加え，手で3～5分間，振る 

上澄み液(1 mL程度)をろ過 

水で希釈 

酵素標識化抗原と等量混和 

イムノアッセイによる測定 

試料をミキサーで磨砕 

表1 イムノアッセイキットによるイミダクロプリ

ドの回収率

添加濃度 検出濃度 回収率
試料

（ ） （ ） （％）ppm ppm

1 0.93 ± 0.015 93リンゴ
*

1.1 ± 0.06 110キュウリ 1

1 0.88 ± 0.10 88ナス

2 1.7 ± 0.14 83レタス

5 4.4 ± 0.38 88ピーマン

の後の値は標準偏差を示す｡
* ±

図3 イムノアッセイと による測定値の比較HPLC

、 、 、 、5種類の農作物(リンゴ キュウリ ナス レタス

ピーマン)試料34点の測定値。両法による測定値が

一致すると、○が直線上に位置する。
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カナダ農業食料省( )におけるAAFC
農業環境リスク指標の取り組みについて

三輪 哲久地球環境部生態システム研究グループ長

菅原 和夫化学環境部栄養塩類研究グループ長

農業環境技術研究所は、今年度で5年間の第1期

中期目標期間を終了し、平成18年度から新たな中

期目標・中期計画のもとに研究を継続することに

なる。そこでは、農業環境のリスクの評価と管理

にむけた研究がひとつの大きな研究テーマとなる

予定である。今回、カナダにおける農業環境リス

ク指標に関する取り組みを調査するため、2005年

3月20日から25日までカナダ農業食料省 ( ,AAFC
、Agriculture and Agri-Food Canada) を訪問し

情報交換を行なった。

カナダ では1990年代から農業環境指標AAFC
に関する取り組みを開始し、2000年には、14の農

業環境指標に関する詳細なレポートを発表してい

NAHARP Nationalる。その後、2001年には、 （

Agri-Environmental Health Analysis and
、農業環境の健全性の評価とReporting Program

レポート）という恒久的な実行プログラムが組織

され、現在は26におよぶ環境指標が研究・行政施

策の対象となっている( . . .http://www agr gc
)。ca/env/naharp-pnarsa/

この農業環境指標政策には、行政部門・研究部

、 、 、門が一体となって取り組んでおり 今回 我々は

1 ) カナダ土壌情報システム ( ,CanSIS
)、2) 東部穀Canadian Soil Information System

ECORC Eastern Cereal物菜種研究センター ( ,

)、3) 本省環境政and Oilseed Research Centre
策課 ( , )Policy Branch Environment Bureau
の行政部門・研究部門を含む3ヶ所を訪問し調査

を行なった。今回の出張は短期間のため、オタワ

市内のみの訪問となった。

カナダにおける農業環境指標プログラムは、次

のような特徴を持っている。

カナダ全土の農耕地に対して指標を計算しマ•
ップ化していること。

5年ごとに行なわれる農業センサスを利用す•
ることによって、長期間にわたる時間的変化

が把握可能なこと。

インターネットを通じて広く全世界に情報を•

提供していること。

環境リスク指標の考え方を導入することによ•
る政策の影響評価が可能なこと。

カナダで農業環境指標を全国にわたって計算す

るときに基礎となるのが （カナダ土壌情CanSIS
報 シ ス テ ム ） で あ る ( . . .http://sis agr gc

)。ここでは、ポリゴン（多角形）を用ca/cansis/
いて、農耕地土壌情報を中心とする （地理GIS
情報システム）を構築している。直接、システム

を管理しているスタッフは10名くらいで、そのう

ち研究者は1～2名である。残りは、計算機システ

、 、 。ム 設計などの専門家だそうであるGIS Web
続いて東部穀物菜種研究センター ( )ECORC

を訪問し、担当研究者に農業環境指標の実際の計

算法について質問した。特徴的なことは、カナダ

統計局の実施する農業センサスを利用することに

よって、現存するデータから効率的に環境指標が

計算できる方式を確立していることであった。ま

た、リモートセンシングや作物モデルなど、指標

計算の部品となるべき研究情報は、全国の研究者

ネットワークから集められているそうである。

最後に本省政策部門 の担当者に、NAHARP
現在の農業環境指標プログラム全体の推進につい

て質問した。ここでは、農業環境指標を「リスク

指標」としてとらえることによって、指標が政策

シナリオの評価に利用されていることが印象的で

あった。すなわち、リスク指標とは 「入力要因、

から環境インパクトを推定する数学的モデルに基

づいて計算される指標」という考え方である。こ

れにより、各種対策のシナリオに基づいて入力要

因を変化させて環境指標を計算することにより、

各種対策の効果が評価できる。

農業環境の健全性を確保するための農業環境指

標の計算という仕事は研究者にとって魅力に欠け

る面があるかもしれない。しかし、カナダでの行

、 、政部門・研究部門が一体となった取り組み また

の研究者が“ ”ECORC I'm proud of this work
と言っていたのが印象的であった。

海 外 出 張 報 告
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（平成 年 月 日）日本作物学会論文賞 17 3 30

井上 吉雄 （地球環境部）

「 」Synergy of Remote Sensing and Modeling for Estimating Ecophysiological Processes in Plant Production

（平成 年 月 日）平成17年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞 17 4 20

牧野 知之 （化学環境部）

「農業環境分野における汚染土壌の修復に関する化学的研究」

（平成 年 月 日）平成16年度農業環境技術研究所功績者表彰 17 3 31

岡 三德 （生物環境安全部）

受 賞 ・ 表 彰
（ Ｈ 17. 3. 2 ～ 7 .1）
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海 外 出 張

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間

H17. 3.25 H17. 8.25大黒 俊哉 ドイツ 流域圏における土地利用変化が植生動態及び水資源 ～生物環境安全部
に及ぼす影響の解明

H17. 4. 2 H17. 4. 8石井 英夫 化学環境部 イギリス 「抗菌剤：発見と作用機構」に関する研究集会に出 ～
席

8 H17. 4. 2 H17. 4. 8牧野 知之 化学環境部 第 回微量元素に関する国際生物地球科学会議参加 ～オーストラリア

8 H17. 4. 2 H17. 4. 8前島 勇治 化学環境部 第 回微量元素に関する国際生物地球科学会議参加 ～オーストラリア

74 H17. 4. 6 H17. 4. 9David Sprague 地球環境部 アメリカ アメリカ自然人類学会第 回大会に出席 ～

H17. 4. 9 H17. 4.23藤原 英司 環境化学分析 モンゴル 土壌侵食強度の測定 ～
センター

H17. 4.10 H17. 4.17井上 吉雄 地球環境部 ラオス リモートセンシング等による移動耕作生態系の変動 ～
と立地環境の解明に関する調査

H17.4.21 H17.10.22吉村 泰幸 カナダ ～生物環境安全部 カナダにおける野生化した遺伝子組換えナタネ個体群の分
布と生態的特性の解明（カナダ農業食料省サスカトゥーン
研究センター）

2005 EGU2005 H17. 4.24 H17. 5. 1西村 誠一 地球環境部 ヨーロッパ地球科学会 （ ）に出席 ～オーストラリア

2005 EGU2005 H17. 4.24 H17. 5. 1秋山 博子 地球環境部 ヨーロッパ地球科学会 （ ）に出席 ～オーストラリア

H17. 4.24 H17. 5. 3八木 一行 地球環境部 ～オーストラリア ヨーロッパ地球科学会 および2005 EGU2005 IGBP-iLEAPS（ ）
第２回科学推進委員会に出席

5 H17. 4.30 H17. 5. 7三島 慎一郎 化学環境部 スペイン 第 回生態系と持続的開発に関する国際会議参加 ～

5 H17. 5. 1 H17. 5. 7新藤 純子 地球環境部 スペイン 第 回生態系と持続的開発に関する国際会議参加 ～

5 H17. 5. 1 H17. 5. 7岡本 勝男 地球環境部 スペイン 第 回生態系と持続的開発に関する国際会議参加 ～

5 H17. 5.10 H17. 5.14佐藤 洋平 理事長 ベトナム 第 回アジア学術会議に出席 ～

OECD H17. 5.16 H17. 5.22宮下 淸貴 企画調整部 イタリア 農業委員会国際共同プログラムコンファラン ～
スに出席

H17. 5.22 H17. 5.27岡田 浩明 アメリカ アメリカ土壌生態学会に出席 ～生物環境安全部

CIGR 2005 H17. 5.25 H17. 5.31佐藤 洋平 理事長 ロシア 国際農業工学会（ ） 年理事会及び関連会 ～
議に出席

H17. 5.29 H17. 6. 1小川 恭男 マレーシア アセアン拠出金事業「農業の多面的機能」における ～生物環境安全部
調査指導

FFTC H17. 5.30 H17. 6. 3白戸 康人 地球環境部 韓国 国際ワークショップ「環境変動が土壌の有機 ～
炭素含量および地力窒素供給量に及ぼす影響の評
価」に出席

研 究 ・ 技 術 協 力
Ｈ１７ ６）（ .４ ～
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間

H17. 5.31 H17. 6. 3上沢 正志 農業環境イン フィリピン 第７回東・東南アジア土壌科学会連合会議に出席 ～
ベントリーセ
ンター

H17. 5.31 H17. 6. 6大倉 利明 農業環境イン フィリピン 第７回東・東南アジア土壌科学会連合会議に出席 ～
ベントリーセ
ンター

JICA H17. 6. 1 H17. 6.16坂西 研二 化学環境部 中国 中華人民共和国持続的農業技術研究開発計画 ～
に係る短期派遣専門家（水質汚染のモニタリング技
術）

H17. 6. 8 H17. 6.15長谷川 利拡 「大気 の増加が農作物の高温ストレスに及ぼす影響」地球環境部 中国 ～CO2

に係る中国 実験の微気象観測測器の調整・設置と試FACE
験設計の打ち合わせ

H17. 6. 8 H17. 6.15石郷岡 康史 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響の解明と ～
予測手法の開発」のための観測装置の設置と研究打
ち合わせ

H17. 6. 8 H17. 6.15後藤 慎吉 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響の解明と ～
予測手法の開発」のための観測装置の設置と研究打
ち合わせ

H17. 6.12 H17. 6.18新藤 純子 地球環境部 中国 北京近郊農村のエネルギーと肥料の使用等に関する ～
情報収集

H17. 6.12 H17. 6.18岡本 勝男 地球環境部 中国 農村のエネルギーと肥料使用量に関する現地調査と ～
情報収集

7 H17. 6.12 H17. 6.19林 健太郎 化学環境部 チェコ 第 回酸性雨国際会議に出席 ～

9 H17. 6.19 H17. 6.25望月 淳 イタリア 第 回国際脈翅目昆虫シンポジウムに出席 ～生物環境安全部

H17. 6.20 H17. 6.27藤原 英司 環境化学分析 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための土壌調査 ～
センター

H17. 6.20 H17. 7. 9白戸 康人 地球環境部 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための土壌調査 ～

2 H17. 6.24 H17. 6.29石井 英夫 化学環境部 シンガポール 第 回アジア植物病理学会に出席 ～

8 H17. 6.26 H17. 7. 1酒井 順子 化学環境部 フランス 第 回細菌遺伝学及び細菌生態学に関する国際シン ～
ポジウムに出席

8 H17. 6.26 H17. 7. 1森本 晶 化学環境部 フランス 第 回細菌遺伝学及び細菌生態学に関する国際シン ～
ポジウムに出席

8 H17. 6.26 H17. 7. 1星野 高田 フランス 第 回細菌遺伝学及び細菌生態学に関する国際シン ～（ ） 生物環境安全部
裕子 ポジウムに出席

H17. 6.28 H17. 7. 6新藤 純子 地球環境部 タイ 詳細調査に関する打ち合わせ及びタイの酸性物質の ～
負荷と環境対策に関する資料の収集と現況調査

GIS H17. 6.28 H17. 7. 6岡本 勝男 地球環境部 タイ 酸性物質発生量に関する データの収集と調査 ～

H17. 6.28 H17. 7. 1三島 慎一郎 化学環境部 韓国 日韓水質共同研究に関する研究打ち合わせ ～
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依 頼 研 究 員

派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H17. 6. 1 17. 8.31長崎県病害虫防除所 微生物分類研究室 いちご萎凋細菌病菌の分離・同定 ～

H17. 6. 1 17. 8.31香川県農業試験場 微生物分類研究室 野菜・花卉類の細菌性病害等における病原菌の同定 ～

技 術 講 習

派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H17. 4. 1 H18. 3.31筑波大学大学院 フラックス変動評 渦相関法による水田上の二酸化炭素・水熱フラック ～
価チーム スの観測に関する高度技術習得

H17.4. 1 H17. 6.30茨城大学大学院 温室効果ガスチー 農耕地における温室効果ガス発生量の測定法 ～
ム

H17.4. 1 H17. 6.30筑波大学大学院 植生生態ユニット 絶滅危惧植物に対する除草剤の影響評価に関する手 ～
法

H17.4. 1 H18. 3.31筑波大学大学院 植生生態ユニット 絶滅危惧植物に対する遺伝的多様性評価に関する手 ～
法

TA H17.4.1 H17.12.28（株） ステビア 化学生態ユニット 天然生理活性物質の単離・構造解析 ～

H17.4. 1 H18. 3.31千葉大学大学院 導入天敵の環境影響評価 ～導入昆虫影響ユニッ
ト

DNA H17.4. 1 H18. 3.31茨城大学大学院 微生物機能ユニッ 土壌細菌の多様性解析のための 取り扱い技術 ～
ト の修得

COE H17.4. 1 H17. 6.30東京農工大 プロ 微生物機能ユニッ フザリウム属菌における機能性遺伝子の検索と系統 ～
グラム ト 解析

H17.4. 1 H18. 3.31茨城大学大学院 カバークロップ利用と線虫の種別増殖に関する研究 ～線虫・小動物ユニッ
・調査ト

H17.4. 1 H18. 3.31国立科学博物館筑波実 土壌分類研究室 土壌一般理化学性分析 ～
験植物園

H17.4. 1 H18. 3.31茨城大学大学院 微生物分類研究室 糸状微生物の分類と同定に関する技術講習 ～

H17.4. 1 H18. 3.31茨城大学 微生物分類研究室 ～イネ葉面微生物の分離、同定に関する技術講習

H17.4. 1 H18. 3.31筑波大学大学院 環境化学物質分析 河川および湖沼における底質試料中の農薬分析技術 ～
研究室 の取得

H17.4. 1 H18. 3.31信州大学大学院 環境化学物質分析 河川および湖沼における底質、水、大気、生物中の ～
研究室 の分析技術の習得POPs

H17.4. 1 H18. 3.31筑波大学大学院 放射性同位体分析 炭素安定同位体比測定技術の取得 ～
研究室

H17.5. 2 H18. 3.31千葉大学外国人研究者 生態系影響ユニッ イネ品種の生育とメタン放出の高 応答に関する ～CO2

（南京土壌研究所） ト 実験とデータ解析

CO H17.5. 2 H18. 3.31千葉大学大学院 生態系影響ユニッ イネ品種の生育とメタン放出の高 応答に関する ～2

ト 実験とデータ解析
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派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

DNA H17.5.16 H17.5.20農生機構中央農業総合 微生物生態ユニッ の変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法 ～
研究センター ト

PCR-DDGE H17.5.16 H17.5.20筑波大学大学院 微生物生態ユニッ 土壌微生物相の 解析 ～
ト

H17.6. 1 H18. 1.31山形大学 微生物分類研究室 イネ葉面生息細菌の分類、同定法に関する技術習得 ～

CO H17.6. 1 H18. 2.28東京大学大学院 生態系影響ユニッ 高 濃度下における植物の炭素分配に関する実験 ～2

ト 手法の習得

H17.6. 9 H18. 3.31横浜国立大大学院 土壌自由生活性線虫の標本作製法および同定法の研 ～線虫・小動物ユニッ
修ト

H17.6. 9 H18. 6.30筑波大学大学院 化学生態ユニット 天然生理活性物質の検定法 ～

NMR H17.6.14 H18.3.31明治大学大学院 化学生態ユニット 腐植物質および粘土鉱物の精製と によるキャ ～
ラクタリゼーション

H17.6.15 H18.3.31東京大学大学院 土壌分類研究室 土壌一般理化学性分析 ～

その他の研究・研修

派 遣 元 滞在する研究室 課 題 名 期 間

Assiut H17.4.1 H18.11.28大学 エジプト リモートセンシン 開発途上国における人口動態と農村の持続的開発 ～（ ）
グユニット

ENSO H17.4.11 H18.3.31首都大学東京都市環境 環境計測ユニット と南アジアにおける気温・降水量変動の関係 ～
学部 およびその農業影響に関する研究

H17. 6.16 17. 9.16（株）日本曹達 土壌微生物利用ユ 有用微生物の環境修復への応用研究 ～
ニット

COP6 H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 フラックス変動評 政府間協議を支援する生態系温室効果ガス収 ～
業 価チーム 支データの蓄積とデータベースの展開

COP6 H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 フラックス変動評 政府間協議を支援する生態系温室効果ガス収 ～
業 価チーム 支データの蓄積とデータベースの展開

COP6 H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 フラックス変動評 政府間協議を支援する生態系温室効果ガス収 ～
業 価チーム 支データの蓄積とデータベースの展開

COP6 H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 フラックス変動評 政府間協議を支援する生態系温室効果ガス収 ～
業 価チーム 支データの蓄積とデータベースの展開

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価

H17.4.1 H17.12.31重点研究支援協力員事 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の化学生態的な ～
業 安全性評価
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平成17年度評議会の開催

企画調整部 研究企画科

平成17年度の独立行政法人農業環境技術研究所

、 。評議会が 4月27日に農環研において開催された

評議会メンバーは以下の通りである。

［評議員］

永田 徹 前茨城大学農学部教授

中村雅美 日本経済新聞社編集委員（書面参加）

木村眞人 名古屋大学大学院生命農学研究科教授

小川吉雄 茨城県農業総合センター園芸研究所長

藤田和芳 大地を守る会会長

大塚柳太郎 （独）国立環境研究所理事長

三輪睿太郎 （独）農業・生物系特定産業技術研

究機構理事長

大熊幹章 （独）森林総合研究所理事長

秋山敏男 （独）水産総合研究センター 瀬戸内

海区水産研究所長

塚本和男 大臣官房環境政策課長（書面参加）

［オブザーバー］

大川安信 農林水産技術会議事務局研究開発課長

農環研理事長挨拶の後、企画調整部長から昨年

の評議会における指摘事項とそれに対する対応お

よび平成16年度の所の業務実績について報告があ

った。次いで、平成16年度の主要な研究成果が研

究部長・センター長から紹介され、評議員からの

業務実績に関わる総合評価のあと、講評をいただ

。 、 。いた そのうち 主な意見は以下の通りであった

●新たな中期計画の策定においては、食料の自給

率や食の安全・安心に関わる問題などを10～20年

の長期的な視点から考えてほしい。

●研究需要を捉えることに全力で取り組む必要が

ある。

●都道府県からの依頼研究員の受け入れなど、人

の交流や現場を考えて研究を進めてほしい。

インベントリー展示館のオープン

上田義治農業環境インベントリーセンターインベントリー研究官

「インベントリー」は、本来「財産や在庫の目

録」の意味で、当研究所では「農業環境資源の標

本と情報のバンク」の意味で使っている。来訪者

に農業環境インベントリー研究の目的や内容を知

っていただく場として 「土壌保全・モノリス実、

験棟」の一部を改装し 「昆虫・微生物展示室」、

を新設した「インベントリー展示館」が4月20日

にオープンした（表紙に関連写真 。）

玄関ホールには、わが国における山地から海岸

に至る代表的な土壌モノリス（土壌断面）標本の

、 。展示 モノリス標本の作成方法の解説などがある

ホールから左側には、50年前からの土壌試料が

保管された土壌試料保管室、現地の農作業風景

をまじえた世界の土壌モノリス展示室がある。

ホールから右側には、新設の昆虫・微生物展示

室がある。展示テーマは「農業環境における多様

な昆虫と微生物」で、農業環境に棲む昆虫・微生

物に関する研究成果と多様な標本が閲覧できる。

さらに、大型ディスプレイにより当所が公開して

いる農業環境に関する様々なデータベースを、多

くの来訪者が同時に閲覧することができる。見学

を希望される方は、企画調整部情報資料課（電話

029－838－8191）にご連絡下さい。

所 内 ト ピ ッ ク ス



平成17年度一般公開報告

企画調整部 情報資料課

平成 年度の科学技術週間にあわせて、平17
成 年 月 日（水）に筑波農林研究団地17 4 20
では各研究機関が一斉に一般公開を実施しまし

た。

農業環境技術研究所では 「次世代につなげ、

よう 豊かな大地と環境」をメインテーマとし

て、 つの会場を設け研究成果の展示と圃場で5
のホウレンソウ等の収穫体験、トマト苗等のプ

レゼントを行いました。当日は玄関受付に早く

から参観者が訪れ、受付をすませた後、となり

の第１会場を起点にそれぞれの会場に進み、担

当者の説明を熱心に聞き入っていました。午後

になってから天候が心配され、終了間際になっ

て雨が降ってきましたが、各会場は多くの市民

1,093でにぎわい、受付で記帳された来訪者は

名でした。

今回の参観者からいただきましたアンケート

の結果を参考にしながら、一層わかりやすい研

究成果の紹介に努力しますので、次回もぜひご

来訪くださいますようお待ちしております。

第１会場：地球環境部の研究紹介

地球温暖化と農業生産との関係や、農地からの温

室効果ガスの発生抑制などの研究が紹介された

牧野知之主任研究官が若手科学者賞を受賞
平成17年度文部科学大臣表彰

化学環境部・重金属研究グループの牧野知之

主任研究官は、平成17年度科学技術分野の文部

科学大臣表彰において 『若手科学者賞』を受、

賞した。この賞は「萌芽（ほうが）的な研究、

独創的視点に立った研究等、高度な研究開発能

力を示す顕著な研究業績をあげた40歳未満の若

手研究者」を対象とするもので、本年は全科学

技術分野から選定された63名が受賞した。科学

技術週間の行事として、4月20日に虎ノ門パス

トラルで表彰式が行われ、中山成彬文部科学大

臣より賞が授与された。

受賞対象となった研究課題とその概要は以下

の通りである。

『農業環境分野における汚染土壌の修復に関

する化学的研究』

牧野主任研究官は、土壌中の重金属の挙動に

ついて化学的な面から研究を進め、カドミウム

に汚染された水田土壌の修復技術を、また、凝

集剤を利用した水田代かき時のダイオキシン流

出抑制技術を開発した。これらの研究成果は、

安全・安心な農業生産環境の確立と、国民の食

に対する安全確保に寄与するものとして期待が

大きい。

農環研ニュース 平成 年 月 日No.67 17 7 29
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